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た
が
、
施
設
か
ら
の
退
所
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
抑

制
の
実
態
は
な
い
か
。

福
祉
部
長

負
担
増
に
よ
る

利
用
抑
制
は
特
段
起
き
て
い

な
い
。

議
員

今
回
の
保
険
料
値
上

げ
に
は
、
多
く
の
市
民
か
ら
、

苦
情
や
引
き
下
げ
の
要
望
が

出
さ
れ
て
い
る
。
一
般
財
源

か
ら
繰
り
入
れ
て
保
険
料
を

軽
減
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
本
市
で
も
実
施
し
て
は
。

市
長

介
護
保
険
制
度
の
趣

旨
か
ら
好
ま
し
く
な
い
と
考

え
る
。

議
員

中
学
校
２
、
３
年
生

に
も
少
人
数
基
準
を
拡
大
し

て
は
。

教
育
部
長

学
習
指
導
の
面

で
は
、
少
人
数
指
導
の
ほ
う

が
効
果
が
あ
る
。
少
人
数
学

級
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
国
・

県
の
動
向
を
踏
ま
え
て
対
応

し
た
い
。

ん
化
」
か
ら
は
遠
い
姿
で
は

な
い
か
。

公
庫
は
こ
の
た
び
の
行
政

改
革
推
進
法
の
成
立
で
、
そ

の
原
資
を
金
融
市
場
に
求
め

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

本
市
は
地
方
交
付
税
の
う

ち
普
通
交
付
税
を
受
け
な
い

不
交
付
団
体
で
あ
る
が
、
地

方
交
付
税
の
財
源
は
所
得
税

な
ど
国
税
５
税
の
一
定
比
率

で
あ
る
。
現
在
は
こ
れ
で
賄

え
ず
、
国
と
地
方
で
借
金
を

し
て
こ
れ
を
補
っ
て
い
る
。

こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
て
公

庫
へ
「
均
て
ん
化
」
を
理
由

に
納
付
を
さ
せ
て
い
る
の
は
、

ど
こ
か
お
か
し
い
。

三
位
一
体
改
革
は
税
源
移

譲
な
ど
、
ど
の
面
か
ら
見
て

も
地
方
の
地
力
を
つ
け
る
方

向
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。「
均

て
ん
化
」
の
納
付
金
制
度
は
、

も
は
や
根
拠
を
失
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

市
長

自
治
体
間
格
差
は
状

況
が
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、

均
て
ん
化
の
役
割
も
見
直
す

べ
き
時
期
に
来
て
い
る
。
公

庫
は
低
利
か
つ
安
定
し
た
新

た
な
組
織
が
設
置
さ
れ
る
よ

う
全
国
市
長
会
を
通
し
て
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。
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介護保険料の�
　　負担を軽くできないか�

庫
に
納
付
金
を
支
出
し
て
い

る
。公

庫
は
納
付
金
を
基
本
と

し
て
運
用
し
、
運
用
益
な
ど

を
自
治
体
が
借
り
る
地
方
債

の
利
下
げ
に
あ
て
て
い
る
。

し
か
し
、
競
艇
を
は
じ
め
、

地
方
競
馬
、
オ
ー
ト
、
競
輪

な
ど
、
公
営
競
技
の
経
営
は

赤
字
団
体
が
多
く
、
経
営
状

態
の
悪
い
団
体

は
、
納
付
金
の

還
付
金
制
度
を

利
用
し
て
い
る
。

こ
の
数
が
相
当

数
に
上
っ
て
い

る
現
状
だ
。
加

え
て
、
地
方
債

の
利
下
げ
は
公

営
競
技
主
催
団

体
で
も
利
用
で

き
る
。
こ
の
状

態
は
、
税
源
の

偏
在
を
な
ら
す

と
い
う
「
均
て

議
員

緑
は

貴
重
な
公
共

財
産
と
し
て

そ
の
重
要
性

が
高
ま
る
中
、

本
市
に
お
け

る
緑
地
の
具

体
的
な
保
全

策
は
。

都
市
整
備
部

長

宅
地
化

農
地
や
屋
敷

林
な
ど
、
市

民
に
ゆ
と
り

と
潤
い
を
提

供
す
る
緑
の
空
間
と
し
て
、

各
種
制
度
等
を
調
査
・
研
究

し
、
土
地
所
有
者
の
意
向
を

踏
ま
え
、
で
き
る
限
り
保
全

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

議
員

市
街
地
に
ま
と
ま
っ

た
新
た
な
緑
の
創
出
と
、
そ

れ
を
つ
な
ぐ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
を
ど
の
よ
う
な
方
法

で
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

都
市
整
備
部
長

荒
川
全
体

を
都
市
の
骨
格
を
形
成
す
る

緑
地
と
し
て
、
環
境
空
間
、

外
環
道
沿
い
、
河
川
空
間
、

現
在
の
街
路
樹
を
含
め
、
公

園
、
学
校
等
を
緑
道
で
つ
な

ぎ
、
潤
い
あ
る
豊
か
な
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

議
員

市
街
地
の
緑
の
拠
点

的
整
備
と
し
て
、
例
え
ば
駅

前
等
に
森
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

整
備
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

環
境
空
間
の
整
備
を
も
っ
と

自
然
的
イ
メ
ー
ジ
が
感
じ
ら

れ
る
も
の
に
で
き
な
い
か
。

市
長

駅
前
に
森
の
よ
う
な

も
の
が
で
き
れ
ば
大
変
望
ま

し
い
こ
と
で
、
環
境
空
間
の

整
備
も
も
っ
と
自
然
的
な
も

の
で
も
よ
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員

平
成
１５
年
に
水
上
バ

ス
の
運
行
が
中
止
さ
れ
た
が
、

現
在
の
状
況
と
今
後
ど
の
よ

う
に
有
効
活
用
を
図
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長

運
行
会
社

の
都
合
で
運
行
が
中
止
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
当
初
の
設

置
目
的
の
確
立
や
舟
運
の
も

つ
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
等
を

活
か
す
た
め
に
、
現
在
、「
河

川
舟
運
活
性
化
検
討
委
員

会
」
で
検
討
を
し
て
い
る
。

議
員

漓
保
健
部
門
を
外
部

委
託
し
、
市
内
の
病
院
で
成

人
病
検
診
等
が
可
能
と
な
っ

た
が
、
保
健
施
設
の
新
設
は

必
要
か
。
滷
医
療
セ
ン
タ
ー

の
一
部
テ
ナ
ン
ト
方
式
に
よ

る
、
民
間
医
療
機
関
の
協
力

で
進
め
る
方
向
か
。
澆
今
後

の
老
人
保
健
施
設
の
需
要
見

込
み
は
。
潺
老
人
保
健
施
設

お
り
、
大
幅
な
増
が
考
え
ら

れ
る
。
潺
介
護
報
酬
の
見
直

し
も
あ
っ
て
、
６０
床
で
は
経

営
的
に
は
厳
し
い
。
需
要
増

も
考
え
ら
れ
、
医
療
セ
ン
タ

ー
の
建
て
替
え
に
あ
わ
せ
検

討
し
て
い
く
。

議
員

漓
喜
沢
小
の
卒
業
生

は
、
喜
沢
中
と
戸
田
東
中
に

二
分
さ
れ
る
。
児
童
数
の
関

係
も
あ
り
、
戸
二
小
、
喜
沢

小
、
戸
田
東
小
の
学
校
区
の

見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

滷
学
校
の
式
典
で
、
国
歌
斉

唱
に
お
い
て
起
立
し
な
い
来

賓
、
保
護
者
に
対
す
る
指
導

は
ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

教
育
長

漓
戸
二
小
の
児
童

数
の
増
加
も
あ
り
、
喜
沢
小

を
含
む
学
区
の
見
直
し
を
、

小
中
学
校
通
学
区
域
審
議
会

に
諮
問
し
、
検
討
し
て
い
き

た
い
。
滷
厳
粛
で
儀
式
的
な

行
事
の
姿
を
、
児
童
生
徒
に

教
え
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

起
立
し
な
い
の
は
、
児
童
生

徒
へ
の
教
育
上
の
影
響
が
あ

り
、
規
律
あ
る
行
動
を
と
る

よ
う
お
願
い
し
て
い
く
。
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緑地の保全と緑化の推進を�
議
員

本
市
は
戸
田
競
艇
事

業
か
ら
収
益
配
分
金
を
受
け
、

下
水
道
な
ど
の
基
盤
整
備
や

国
民
健
康
保
険
事
業
に
振
り

分
け
て
い
る
。
一
方
、
競
艇

の
売
上
げ
の
一
定
率
を
各
自

治
体
間
の
財
源
の
偏
在
を
な

ら
す
、
つ
ま
り
「
均
て
ん
化
」

と
い
う
理
由
で
、
政
府
系
金

融
機
関
の
公
営
企
業
金
融
公

議
員

４

月
１
日
か

ら
介
護
保

険
法
が
改

定
さ
れ
、

保
険
料
の

負
担
増
や
、

介
護
サ
ー

ビ
ス
量
の

制
限
、
介

護
施
設
整

備
抑
制
な

ど
、
全
国

の
自
治
体

で
問
題
が

起
き
て
い

る
。
本
市
で
は
、
サ
ー
ビ
ス

抑
制
で
、
自
立
が
妨
げ
ら
れ

て
い
る
ケ
ー
ス
は
な
い
か
。

福
祉
部
長

新
予
防
給
付
は

自
立
へ
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
徹
底
を
図
る
も
の
、
サ

ー
ビ
ス
利
用
の
回
数
等
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
に

お
い
て
、
利
用
者
の
実
態
を

的
確
に
把
握
し
、
新
予
防
給

付
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う

努
め
る
。

議
員

昨
年
の
１０
月
か
ら
、

介
護
施
設
入
所
者
の
居
住
費

や
食
費
が
自
己
負
担
化
さ
れ

学
校
の
式
典
に
協
力
し

な
い
来
賓
の
指
導
は

少
人
数
学
級
の
拡
大
、

充
実
を

戸
田
リ
バ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
現
状
と
今
後
の
活
用
は

（
ろ
う
け
ん
）の
ベ
ッ
ド
が
６０

床
は
効
率
が
悪
い
が
、
医
療

セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
に
あ

わ
せ
、
増
床
を
考
え
て
は
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務
長

漓
医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
は
、

施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
建
て

替
え
が
必
要
で
あ
る
。
保
健

部
門
は
、
乳
幼
児
健
診
、
各

種
教
室
や
学
級
、

相
談
等
の
事
業

が
あ
り
、
保
健

部
門
の
新
設
は

必
要
と
考
え
る
。

滷
眼
科
、
耳
鼻

科
、
皮
膚
科
等

は
民
間
の
医
療

機
関
の
協
力
を

い
た
だ
く
よ
う

検
討
し
た
い
。

澆
県
は
介
護
を

要
す
る
者
を
、

２０
年
に
は
１５
万

人
を
見
込
ん
で

▲増床が求められる「ろうけん」

▲デイサービスの楽しい運動会

▲競艇事業の売上げは公営企業に役立てられています
▲緑は心のオアシスです


